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重要水防箇所①
○重要水防箇所とは

洪水が起こったとき、危険が予想され、水防活動において重点的に見回りが必要な

場所のことを「重要水防箇所」といいます。その重要さによって「重要度Ａ」「重要度
Ｂ」のランクに分けられます。

○重要水防箇所の種類

重要水防箇所は、その箇所の堤防の状態などにより、以下に分類されます。

越水・溢水 堤体漏水 基礎地盤漏水 水衝・洗堀 工作物

※この他にも、出水期間中に堤防を開削する工事箇所や、新堤防で築造3年以内の箇所、破堤跡又は旧川跡、
陸閘が設置されている箇所は、重要水防箇所の「要注意区間」としています。

越水・溢水
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重要水防箇所②

堤体からの漏水の被災履歴があり，

類似の変状が繰り返している箇所，

又は堤体の土質，法勾配等からみて

堤防機能に支障が生じる堤体の変状

の生じるおそれがある箇所をAランク

に指定します。

堤体からの漏水の被災履歴があり，安全が

確保されていない箇所，又は堤防の機能に支

障は生じていないが，進行性のある変状が集

中している箇所をBランクに指定します。

また，堤体漏水の被災履歴がなくても，堤体

の土質，法勾配等からみて堤防機能に支障

が生じる堤体の変状の生じるおそれがあると

考えられる箇所をBランクに指定します。

基礎地盤からの漏水の被災履歴が

あり，類似の変状が繰り返している箇

所，又は基礎地盤の土質等からみて

堤防機能に支障が生じる堤体の変状

の生じるおそれがある箇所をAランク

に指定します。

基礎地盤からの漏水の被災履歴があり，安

全が確保されていない箇所，又は堤防の機能

に支障は生じていないが，進行性のある変状

が集中している箇所をBランクに指定します。

また，基礎地盤漏水の被災履歴がなくても，

基礎地盤の土質等からみて堤防機能に支障

が生じる堤体の変状の生じるおそれがあると

考えられる箇所をBランクに指定します。

堤体漏水

基礎地盤漏水

堤体からの漏水のイメージ

基礎地盤からの漏水のイメージ
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重要水防箇所③



洪水予報の発表基準となる河川水位
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菊川
重要水防箇所の見直しを行いました。

【菊川】
 重要度Ａ 越水(溢水)が約800m削減。

：追加

：削減

R4
R3
増減

【牛淵川】
 重要度Ａ 越水(溢水)が約600m追加。
 重要度Ｂ 越水(溢水)が約800m削減。
 重要度Ｂ 堤体漏水が約900m削減。

【丹野川】
 増減なし。

【黒沢川】
 増減なし。

【下小笠川】
 重要度Ｂ 越水(溢水)が約200m追加。

R4
R3
増減

R4
R3
増減

R4
R3
増減

R4
R3
増減

令和４年度 直轄河川重要水防箇所河川別総括表
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天竜川

【天竜川】
 重点区間が約200m追加。
 重要度Ｂ 堤防高が約200m削減。

：追加

：削減

R4

R3

増減

重要水防箇所の見直しを行いました。

令和４年度 直轄河川重要水防箇所河川別総括表
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